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ク証'
^、、

ブンマ ^ ロロ.

その語順と文体についての一考察

^カーレン・ブリクセンの作品を中心として住)^

すでに現代デンマーク文学の古典となっている KaNn Blixen (1885-

1962)の傑作『アフり力の農園』(D肌 a/ガ加加た' Fの抗,1937)を主たる

索材として,デンマーク文の中にみられる語順と文体のかかわりについて

考察してみたい。この作品の文体的特徴を浮きほ'りにするために H.C.

Ande玲en (1805-75)の童話作品,「豚飼いの少年」(svinedルngen)と

DANISH:1TS WORD-ORDER AND HOW IT EFFECTS

ON CREATING STYLES

Reiko okada

Since Danish has its unique word・order, a sentence can be started

With any word or word・group except for a {inite verb. This often

gives an author fTeedom to choose an eHective way of creating

di{ferent styles

A brief explanation is made in order to show the characteristics

0{ the word・ordeT, with examples quoted from the literaTySolne

Wor1ζS and from daily expressions. Then tl〕e texts are diagrammatized,

and commented on their stylistic point of view. The two texts are:

Sα抗10d'五ぞ伽t), og Histori'r l, by H.C. AndeNen (1805-1875),

and Dιπ 4friたαπSたι Farπ1, by Karen BHxen (1885-1962).
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の比較を試みる。 H.C. And0玲on はデンマーク文学に童話という極めて

新しいジャンルを打ちたてたぱかりでなく,デンマーク語発展の歴史に大

きな貢献をなし,それにつづく現代作家の散文に少なからぬ影粋を及ぼし

たからである。

読者のデンマーク交の語仙1に関する理解をうるために,先ず,平叙文

^特に主文^における語・順を概観し,次に文例を表式化し,最後に前

述の二人の作家の作品にコメントを加えてみる。

格変化による語尾変化が極度に単純化されたデンマーク語にあっては,

i割順によって文【・わにおける語の機能が自ら定まって愆味内容を決定する。

このこと自休はデンマーク語のみに見られる現象ではないが,なおその語

順には少なからぬ特色が認められる。平叙文では主語と動詞はほとんどの

場合,直接に相前後して位匿しているが,主語が定動詞の前に位置すると

は限らない。ただ,文の要業の第二の位羅に定動詞(finit)が置かれるこ

とは定まっている。

この定動詞より前の部分を文頭(foHelt)と称し,この部分が主語によ

つて占められる時には語仰熊よ正常i鯏順(S十V)であり,反対に主語が定

動詞の後に続く時は倒位語j順(V十S)である。このようにみると,デン

マーク文にあうては,文頭にどのような文の要素が来るかという多くの可

お忌吐を含んでいる。この小論で問題にするのは,この文頭の要素であって,

しかも平叙文における主文(単文以下同じ)中の文頭である。

デンマーク文の従文にあっては,例外を除いては,すべて正常の語順を

とるから,作家が'文体をねる場所'としては効果が少いわけである。し

かし,副詞の位麗は主文と従文の場合に著しい相異をみせるから,簡単に

'、れておかなければならない。

1

1. 主文における語順について例をあげながら見てゆくが,次にあげる



勾~0)は正常語順であり, d)~D は倒置語順である。

はテキストの頁を示す。)

a) Jeg havde en Farm i Afdka "ed Foden a( Bjerget Ngong.(9)

<私はヌゴング1_[1の鰭に農園をもっていた。>
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b) Esa var borte fra Farmen i n契Sten et Aar.(197)

<エサはほとんど一年nⅢ侵場にはいなかった。>

h) Da jeg ikke hovdo a紅e pengo og ild祀 faa D亘ften til at

betale 瓢g, blev jog nφdt til at .記lge F町men.(254)

くぉ金もなくなったし,経営もやって行けないので私は農場を光ら

ざるをえなくなった。>

0) 1 Danm釘k ., j.g (φdt.(H.C.A.)

<デンマークで私は生れた。>

C) Det var en saa m記rkelig levende Genstand,ー〔・ー〕(199)

<それはとても変ったいきいきした物だった。>

g) JournaHst har hun V記ret 1印nge.

<長い問ジャーナリストだったのです,彼女は。>

()"Den T,oldmand maa DU S印lgo mig!(H.C.A.17)

<その魔法使いを私に光っておくれ。>

d) F伽St 1φb hon sydpaa.(195)

<最初彼は南へ走った。>

(文の後のカッコ内
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i)"Hvor mange Aber har De Sφgt om TiⅡadelse til at skyde?"

叩U璃te jeg ham.(23句

ぐ何匹猿を射る詐可を求められたのです力ゞと私は彼に尋ねた。>

2.倒置i副順をとる理由は大分して二つ考えられる。そのーつは,習憤と

して,時,場所,原因,条件など状況を表す副詞をしばしぱ文頭に出す。

また,前の文とのつながりを円滑にするため dot (den, dem)などの指

示代名詞, ham (hende, dem)などの人称代名詞を文頭に出すこともあ

るが,いずれにしろ特に強調の意味をもたない場合である。他のーつは,文

体上の効果をねらう理由をもつものである。上述の例についていえばd)

~りは何らかの理由で倒置語順になっていると考えられるのであるが,詳

しくはテキスト文のコメントで述べることにする。

いいかえれば語順を決定する要索には,

D 文中の要柔の重要さ

2)前後の文とのつづき具合

3)アクセントの強弱

4)習慣

などがある。

D Tale kunne hun aldrig.

<話すこと,それが彼女にできたことはなかっ九。>

以上の例文のうち倒紅語・順をもつものの文頭(F)の要素をみると, d)と

e)は副詞でそれぞれ順序,場所を示すが,()は目的語,宮)は補語であり,

h)は理由を表す副詞節, Dは引用される文が動詞の目的語の役割を果して

おり, Dは動詞の不定詞である。

注樹疑問文は常に疑問詞か動詞で文頭が占められるので文体効果に用いられな

い。



注②命令文は主語をともなわないかあるいは倒置調順をとるため文体効果につ

いては同じととがいえる。

注恰)仮定文は正常,倒置の両方が用いられるが習慣による場合が多い。

注④感歎文はHvorで始まり続いて正常と倒置の両方が用いられるが研究の余

地があり,今回は省略する。

注⑤従文の語順は前述のように正常恬割順であるが,一例を示しておくと. Da

jeg kom hjem igen saa jeg en sort Mand staa uden(or Huset.(198)

<また帰宅した11寺,黒人が一人立っているのを見た。>

1ておいて Da~igeΠ迄は従艾であり,読老は主文が続くととを期待するが,

hjem <その時(それで)私は家に帰った>は文(単文)としてDa kom

完全な独立した意味をもっている。
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3.1.主文中の ikke

a)(.ーーーー〕"Jeg kan ikke tro, at de S1ζUlde kunne tage dig ud

.aadan."(197)

ぐ彼らがお前をそんな風に迎れていってしまうことはできないと思

うよ。'>

b)"NU {000, Do ikko flo,0 1くy.!".ogdo h"n,〔・ーーーー〕(H.C.A.

27句

ぐもうこれ以上接吻をしてあげないよ'と彼女はいった。>

注Ⅱ)昌的語や補語が代名詞で弱アクセントを持っ場合,それらは正常な位置

より文頭に近い位置に移動し, Hd【e はそれらの代名詞の後に来る。但し動詞

が複合時制の場合は逃k巳の位置は過去分詞の前に来る。

3.副詞 iRke の位置

文全体を否定する副詞 ikke (あるいはそれに準ずる ingen,ingenting,

intet など)は,前述のように主文と従文ではその位置が明確な相異を示

す。

g
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注②不定詞を否定tる時,ikke は at の前に来る。

3.2.従文中の iRke

a)"(・ーーーー) og hvis han ikke kommer, bliver han udtaget tH

Carrier corps"(ーー・・〕(196)

ぐもし彼が来ないのなら,輸送隊に徴兵されますよ。'>

b) Hvis de bliver gentaget, saa er det fordi de ikke er gaaet,

.om de skuldo.(214)

くもし繰返されるとなると,あるべきょうには行ってぃなかったため

でしょう。>

C) Gid Du ikke vi11e med!

<君が一緒に来なけれぱいいのになあ。>

注 n)願望を表t Gid(baル, blot)や疑問を表す mon で始る文はそれらの語

が主文と考えられるからである。

注②その他,との ikk0 と同じ位置K置かれる副詞には ab.01世,01心ig,

a11igevel, altid, dog, gerne, jo, nemlig, netop, nok, nu, n記Ppe, ofte,

Slkke虻などカミある。

以上のことから ikke (それに凖ずる副詞)

が主文か従文かを半Ⅲ析することができる。

4.文頭,文尾のウエイト({ωV記gt, bagV記gt)

散文は普通の場合,文尾の方に豊富な内容や,それにともなうこみ入っ

た構造をもっている。しかし文頭が長く,本文の定動詞の位置より前に重

点をおいた説明や描写がみられる場合には,緊張感が上昇するという文体

上の効果をもっ。後者は古典から習得し九文体で,意識的に文体をねろう

と試みる作家の文体に多くみられる。

の位置によって,ーつの文



前章においてみてきた主文の語順を表式化して,全体を定動詞より前と

それより後^中央と文尾^に分ける。

1 艾頭(域)(foHolt)

Ⅱ中央(域)(cent典Helt)

Ⅲ文尾(域)(.1Ut{olt)

1の文頭は〔F〕で表すが,ΠとⅢはそれぞれ3つの位置(plad.)に分

け,(V . a〕(VSA)とし,一文に合計7 つのハコを与える。〔F〕及

び〔V .0〕〔VSA)を1,砺たすことのできる要索は次のようになる。

1文頭 F:i一主語,目的語',ネi購吾

ii-ーつの副詞に羅き代えうる要索

iii一不定詞は目的語と共にここへくることができる。

Ⅱ中央のV.定動詞

主語がFに罷かれていないΠ寺はここへくる。S :

中央部におかれる特定の副詞a:

Ⅲ文尾のV:動詞の不定形,分詞,又は不定形十分詞

S.目的語,補語

A. aにおかれる以外の副詞

ただし, F十V,或いはV 十 S は必要であるが,その他の位置がいつも

満たされているとは限らない。

注な羚従文については中央域の諦頃は〔.OV〕となるが文尾の〔VSA〕は主

文の場合と変らない。

11
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例文1

SVINEDRENGEN

(DDer var engang en fattig prinds;①han havde et Kongerige, der

Var gansRe liHe, n)en (3)det var da altid stort nok tH at gHte sig

Paa, og (')gifte sig det vilde l〕an

⑤Nu var det jo rigtignok noget lくj碕kt af ham, at ban turde slge til

1くeiserens Da杜er:"vil DU I〕a'e mig?" men ① det turde han nok, for

(フ) hans Navn val' vidt og bredt berφmt,(8) der var hundrede prindses・

hun g]orde det.(0)Ser, som vilde have sagt Tak til, men OlnSee

0゜)Nu skUⅡe vi hφre:

aDpaa prindsens FadeTS Grav voxte der et Rosentr鶴, o saadant et

deiligt Rosentr印; U')det bar kun hvert femte Aar Blomst, og (ロ)det

kun een eneste, men (U)det var en Rose, der duftede saa Sφdt, at

man ved at lugte til den glemte aⅡe sine soTger og Bekymringer,

(Ⅱ)og saa havde 11an en Nattergal, der kunde synge, som om aⅡe

deilige Melodier sad i dens li11e strube.(1のDen Rose og den Natter・

gal sRulde prindsessen l〕ave; og (Ⅱ)derfor kom de begge to store

SφIV、Fode,ale, og a田bleV 訟a .ondt til hende、(H.C. Ande玲en.

Sα刀.1'dι三でし"t),,・ og Historiι,1,.' 226)

(テキスト中の数字は筆者が入れたものである。) a948午正書法改正前に

は普通名詞も大文字で始めてぃた。)(なお,本文の和訳ははぶく。)

それでは例題1を見てみよう。これは H.C. Andersen の童話「豚飼

の少年」(svinedルngen)からとった最初の16行a74語)である。主文は

18あり,比校的短い文からなっている(一文,平均 9.6 語強)。

早速文頭(F)がどのような要業からできているかを検討し,次のような

結果を得た:

副詞⑦主語(6)目的語②動詞十目的語十det 住)省略②。



これだけをみても変化に富んだ文頭要素といえる。副詞と主語は別とし

ても,特に前置の目的語に注目させられ,それ以上に動詞で始まる交は珍

しく,特別な意味があるのではないか,との印象を与えずにはおかない。

次にテキストに表われる峨Uこ副詞を迫って行くと, Dιハ N", dιハ加,

Pα4 PI'iπdSιπS Fadι1'S Grαυ, Sαα, dιrj01'となっている。まず dιr, πU

の繰返しがあるが,これらの副詞は何ら暇"刈な愆味なくして文頭におかれ

る1電類のものである。 P4α Pr力.dSι加 F4dω・S GI'αυは勿論場所を示すも

ので,次に紗Kバラの特異な吐質を示す役割のーつを負っていて,どこに

生えるバラなのかを示す。即αは,話し言葉ではリ1夕常によく用いられる語

で,話の内容を次々と展開させて行き,次にくる文との続き具合を湘カメこ

する役をも兼ねている。 dωゾωもなぜ2つの賠物が銀のケースに入れら

れて贈られたかの理由を説明するとともに,前の文との接続をよくすると

いう機能をもっている。テキスト中の文の三分の一以上が副詞で始まり,

それも一例を除いてすべて一語よりなるという短いものである。

29

一方主語で始る文が次に多く, h"", d", hの詔 N卯", d", d", dd

となっており,一例 q勺名詞十名詞)を除けぱすべて一語からなる代名詞

であることは,上の副詞の場合と同様,非常に短い主語という印象を与え

る。求婚を受けるであろう王女が多くいた理由として,'彼の名前'が広く

知られてい九というわけだが,それも普通の散文の文頭に置かれることに

何も特殊な理由づけはみられない。

では次に注目を引いた文頭の目的語をみてみよう。テキスト中 d甜と

D伽 Rωιogd伽Ⅳ4甜町'gαιの二つの中,前者の d"(代名詣D の方はデン

マーク文では前の文との続きをよくするため,むしろ習慢的に文頭に誰か

れる種類のものである。しかし一方,後者の Deπ Rωιogd伽Ⅳαどω'gα1

G旨示代名詞十名詞)からなるこの目的語には新鮮味がみられる。すなわ

ち,それにつぃて詳しく述べたヲP常に珍しいバラの花と美しい声をした鳥,
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そのバラとそのナイチンゲールを王女に贈るのだとこれらを強調したいた

めに前に出されたのである。(内容的にみても,王子の最も大切なもの,

彼が価値をおくもの,ひいては彼の全人格の象徴とも,思える贈物であり,

これによって王子は自分の求婚が受け入れられるきっかけになれぱと希望

する重要な意味をもつ贈物である。)

更に珍しい文頭は何といっても'不定動詞十再帰動詞の目的語'をとも

ない,しかもそれらが代名詞d"によって強調されたものである(文4)。

'結婚する'ことを王子がyヒ常に強く願っていることは,この語が文頭に来

ていることで明確に示されている。これもまた内容の重要さと一致してい

る。(童話の王子がもっていたこの強い願望は作者 H. C. And0玲on 自身

が一生涯もちつづけなけれぱならなかっ九もので,そのような彼の現突生

活を老え合わせる時にも,ゞ吉婚する'という語が強詔される理由は充分に

ある。)

省略文については先ず S" 0机んm gjωゼ' dd があるが,何らかの

(主語十定動詞,あるいは岳1信司十定動詞十主語')文頭が普通くるところで

あろうと老えられ,テキストの前半をしめくくるこの文を短くはしょって,

話し言葉のまま表現し,はたして王女は求嬬に答えるのだろうか,それと

もーーーと緊張感を読者にも九せる。もうーつの文頭省略はテキストの最後

に来る尻卯 S肌dt t" h伽dιであるが,これは前の文と同じ(deSαα

beggeto,あるいは de)である九め繰返す必要がなかったためであろう。

その他の省略は,バラの木の説川Ⅱ苗写の部分に, OSααdωル d d'汝gt

Rω伽力'影力功打文の後のコンマに続いているが,これは主語と定動詞の両

方が略され補語のみが残されたものとみなすことができる(ogdotV町

Saadant et deiligt Rosentr記かーーー Rosentr記 Var det)。これは聞き手

に,'みなさんがたの考えることのできるすばらしい,美しいバラ 'と

話し口翻でバラに説明を加えて行く。(saadan(t)をともなった, dejlig(t)

という感情を直接に表現する形容詞は作者が引宇常に好んで用いたものであ

る。)以上文頭の要累を通じて,テキストの特徴をかなり検討することが



でき九。その他にも文体を特徴づける要索が多々あるので,少しその方に

もふれてみナこい。

童話といえぱ散文の中でも,読むというより,話して聞かせるといケ性桃

のものであり, H. C. Anda託nはその存命中聞き手を前にして自分の童

話を朗読する機会に恵まれた。相手は多くの場合子供であるが,また大人

も喜:こんで彼の話に耳をか九むけ九のである。

このような散文の性格上,物語は平易な言葉で語られ,容易に理解され,

しかも興味ある内容で読者をひきつけなけれぱならないという条件がある。

この目的にかなうために,テキスト中の節はどのようになっているのだろ

うか。

ーつの文章があまり長すぎたり,複雑な枇造であれば開き手がついてゆ

けないため,単文が望ましいが,作者は単文のみで物語を書いてはいない。

子供らしさ,町i調さをさけるため,とのテキストには,程よい闇をおいて,

単丈の中に5つの複文を混ぜている。すなわち口語文に非常に近い文体が

でき上っているのである。

今,単文を点で複文を線で表わすと次のようになる。(・ . .

・・).. . .. .. .

②の文は複文で形容詞節を含んでいるが,1笹造は簡単で容易に愆味内容

を理觧しうるものである。⑤の文では主人公の王子の勇敢さを説明してい

るが,口語そのままの直按話法を用いて'で" DN ha'e 仇ig'と王子の求婚

の有様をいきいきと写し出している。⑧の文は王女たちを説明する形容詞

節であるが,こったものではなく,接続をよくし,物語を前進させる種類

である。(1,1)の文はバラについてたん念に説明を加え,どんなすばらしい香

祉の関係代名詞を用いてくわしく述べている。をもってし、る力>を Saa

⑮の文ではナイチンゲールが美しい声で歌う様を直喩の形で(som om)

拙写している。このバラの文とナイチンゲールの文は共に同じ程度の内容

的な重要さを持っていることもあって,文の長さもそれぞれ21語,18語と

兼はあまりなく,他の文と比べると,かなりゅうくりしたテンポと複雑さ
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をもたせた文であるといえよう。

⑤の文に口語がそのまま用いられていることを指摘したが,その他,文

頭以夕Hこも多くの口語的な表現が民につくのである。'N" S加どe ui五φre'

なども明らかな口語である。しかし文章の按続をみる時,ーそうその表現

が口語に近いことを知らされる。(図表1参照のこと)仇肌, og,抗肌 S",

Og S伽, ogd甜jω'などは口語の時に用いる接続の言葉である。その他,

童話の初めが DιrT,ω改g4"g-ーーー・で始められている事に気づく。 H.

C. Andersen の童話のいくつかは民話をその源泉にしていることもあって,

この民話を語り始める時に用いる上記の表現を童話にも採用したのである。

(1905年版の89の童話中 8 つがこの D町 V町 engang-ーーで始まっており,

その数はわれわれが考える程多くないという。 d. A鴫e Han託n,62)

このようにみてくると, H.C. And0埒en の文休は多くの口語の要業を

まじぇた書き言葉であるといえる。ではもう少し全体のテキストを文頭に

埀みをもつものと文尾にそれをもつ文について簡井Uこ述べてみる。

前述のように,大部分の文頭におかれた副詞と主語が短いということ

は,それらの文は文尾が重くなっていることであり,散文ではこの形をと

るのが普通である。しかし,テキスト中,動詞,長い副詞,艮的語を文頭

にし九三つの文④,⑪,⑯にあっては他の文とは反対に文頭が重くなっ

ていて,散文としての平凡な形を破っていると考えてよい。文が単羽にな

るのを避けるために文頭の要業に変化をもたせるだけでなく,交中のウエ

イトがどこにお力珂1ているかという点からみても,変化をもたせることで

単調なりズムを破るという文体効果をもたせている。すなわち,これらの

試みは,文をいきいきさせ,作家の強い鬼児情の動きをみせるという文休効

果をももつのである。 H.C. Ande玲en の創り出した童話という新らしい

交学作品には,その内容にまさるとも劣らぬ,美しい文体がはめこまれて

いる。それは子供や大人が日常親しんでいた話し言葉をふんだんに取り入

れながら,決して子供の言葉でもなく,俗語といわれるものからは程遠い,



気品のある文休である。人生経験の少い子供たちにも理解され,多くの大

人たちも,その中に深い意味を見いだすことのできる物語を簡単な構文の

中に,きびきびした短い区切でまとまりをつけ,具象的でりアルな絵を文

章でえがいてくれた H. C. AndoNon の交休はデンマークにおける現代

の散文休の生みの親ともいえる特色を数多くもっている。

例文Ⅱ

ILDFLUERNE

Naar den lange Regntid er forbi, og N記tterne i den fφrste uge af

Juni bliver kφlige i Hφjlandene,(い1くommer 11d{1Uerne frem i skovene.

①En Aften kan man faa to eⅡer tre a{ dem at forvov・Se, ensornlne

Stjerner, der flyder i den kolde Luft og h記Ver og S記nker sig,ne

Som paa store Bφlger, eⅡer som om de nejede dybt for hinanden.(3)1

Takt med deres Flugt t記nder og sluIくker de deres bittesmaa Lys.

(')Man kan (ange et af lnsekterne og 仏)efter en stund faa det til at

t碕nde Lygten paa HaandHaden.④Det udstTaaler et m記rlくeligt Lys,'et

hemmelighedsfuldt Budskab, i IiHe Kreds omkring det a)bHveren

Huden bleggrφn.(8)N記Ste Nat el' der mange Tusind 11dHuer i skoven.

①Af en Aarsag jeg ild{e kender holder de sig i en bestemt Hφjde,

meⅡem en og to Meter over Jorden. aのDet er da umuligt ikke at

t記nke sig, at en hel sV記rm smaa Bφrn paa seks・syv Aar 1φber gen・

nem den mφrke skov med Lys,^Smaa stokke dyppet i Blaalys,^

Og hopper op og ned, medens de 1φber,1eger og danser og svinger

med deres Fakler. UDHele skoven er fuld a{ et vildt,})enrykt, overgi、

Vent Liv, og (北)det hele gaar {0, sig i dyb Tav.hed.(Ka,en Blixen:

Deπαfriたα加たι Far力1, S.194)
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ほたる

く雨期も去って六月の第一週,高地の夜カマ京しくなると森に螢がでてくる。ある

晩二,三匹一ーー孤独で勇敢な星^の姿がみられ,それらは冷たい空気中に浮か

び大きな浪の上にでもいるか,兆互に深く足を引いておじぎをし合っているかの

ように上ったり下ったりしている。飛翔のりズム忙合わせて螢はほんの小さな光

を点滅させている。その昆虫の一匹を獲らえ,しばらくすると手の掌の上でちょ

うちん(ランプ)をつけさせるととができる。不'思磯な光,秘密にみちた伝言を

放ち,まわりの小さな輪の中で手の皮朧は簿し゛隶色になる。次の夜には何千とい

う螢が森にでる。

どんな理由かわからないが、叢は地上一,ニメートルという定まった高さを保

つている。ちようど六,七歳の子供たちの群が口ーソク^青花火に汝した小き

な棒切れ^を手にして暗い森をかけまわったり,走りながら跳び上ったり下り

たりして,力功ミリ火を手にもって遊び,くるくる回っている様子を想像しないで

はいられない。森全体が野性的に有頂天になって,陽気{こうかれて動いてゆく。

すべてはひとりでに深い沈黙の中で霜とるのである。>ぐ崔者訳。デンマーク語

テキストによる。)

では次に例題Ⅱ, Blixen の Rぼたる」(ⅡdHU町ne)を取り上げるが,

これは彼女のアフり力滞在の回顧録ともいえる『アフり力の農園』(D肌

a「,・託α那統 Fの机,1937)の第Ⅳ章,汗多民の日紀」の巾のーつで,これだ

けで独立したまとまりをもつ小品である。 17行(201扉D よりなり,主文

は12 (一文,平均17語耶D ある。

例題1にしたがってテキストの文を文頭要索からみると,卸惰永7)主譜

⑤の割合であり,他の要業はみられない。これは散交の文頭要索としてご

く普通のものである。

副詞からみてゆくと,先ず最仞に例題1では見られなかった非常に長い

と思われる(18語)副詞従文にであう。 Nααr d肌 1α"gι Reg"tid ιr

jor6i, og N影ttιrπe i dιπ/φrstιυge afJUπi 厶liuer たφligι i Hφj1απdeπι

で,(これについては節の悦明でもう一度取りあげる。)それに反して,



五π Ajt改,e/ルr ιπ S加"d, N影Stι Nat という三つの,時や時の経過を

表す短い副詞がある。これらは H.C. Ande鵡en の加,Sααなどと比べ

ると2~3倍の長さをもち,スタカート的な到H乍の移行をうながすもので

はない。これらは喫"刈な理由なくして普通文頭におかれる副詞に属してい

る。その他,比皎的長いものに 17α廐机ιd dιルS Fh'gt (到Π乍の状

況を描写する)や, i伽 1辺e κルds 0抗たた'"g dd (場所),従文をともな

う副詞, Aj伽 Aαバ4g jeg 託たした肌der (理由)などもみられる。これ

らは内容的に埀要な意1床をもっているというより,前の文からの続き具合

を滑らかにするために文頭に置かれていると思われる。 H. C. Andersen

の dιハ dのゾ0r などに比して長く複雑で詳細な到Π乍や場所の描写,理山

の説明がなされているのが特徴である。このように文頭だけをみても,

H.C. And引Sen の短いきびきびした文体とは対川U内であることがすでに

判1明する。

次に主語をみると, ua", Det, D't, Hιle Sた0υι", dιt hde であり,

1~2語からなる短いものである。ただこれらを品詞の種類でみると,名

詞,代名詞,代名詞 q反主語),形容詞十名詞,定冠嗣十形容詞と多種に

わたっており,例題1の単調さに比べて変化に富んでいるが,主語力ゞ短い

(1~2語・)という点では両者に共通といえる。主語や副詞の文頭要索と

は別に,テキストを統んで気がつくことは,同格または並列の形で,どん

どん説明力功Πえられ,描写が細かくなされてゆく点である。それは先ず最

初の従文にみられる。

35

/dιπ 14πge Regπtid eⅣα4

〔・・・〕.N詔iterπι

そして二,三のほたるについては:

司

b) to e"ιr h'ι /eπS0加フπe＼
ajdι井I stjιr加1

jorτ10て1πe

11djh'ι,'加(ーーー〕.r抗抗0
＼
/
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とし,次に dので始まる形容詞節では更にほたるが冷たい空気の中を高

くなったり低くなったりして飛んでいる有様を絵画的な表現を用いて詳し

く描写している。

Paa siorι Bφlgιr
(,..ー〕 h影W,0.影"た','i /(・・・ー〕 h影υιr og S影πたer sig＼ 0万l de πejιr dy6t jor hi?14πdeπ

⑥の文では目的語の並列がある

ιt 机影rたιligi ι)S
C) Det 討dstrααiι1'

＼ei he机机ιlighedsjiddt BudSたα6

後半においては何千という螢の飛ぶ有様を副詞句で並列させ,

Hφjdι,6esiι力lt

d)〔・ーー) holdの d' Ⅱg＼
ιπ og io Uιier 0υιr Jordeπ.机ι11e7π

と高さを最初は澳然と,次の段階では詳しく説明する。次の⑩の複文では

名詞節に豊富な,勁詞,副詞(イのの並列がみられる

/ι)S,
Sた0τ,抗ιd

S?παa

e)〔ーーー) 1φ6el' gιππι?π deπ机φrたe

hopperOg

〔1πedιπS de) 1φ6ιr

ψ 1-・ー・1 F4免1ι1'.

Sτ11πger

形容詞の並列も次のような個所にみられる.

{) υ"dt

(ーー・〕
OTlerg1τ,ιπt

例題1で H.C.Ande熔on は童話を極めて伝統的な'苔々 があり

ましナこ,あるいは・・・・・ー・・いましナごと民話特色の言いまわしで始めたのに

反して, Blixen はヲレ常に長い文頭をもつ格調高い古典的な文章でこの小

St0免たe

d),PPιt i B1441ys



品を始めている。この最初の副詞節をみると,前述のように二つの節から

なっており,季節や天候状態を描写しているが,描文としては難解なもの

ではない。しかしこれは文頭の内容が豊富であるため明らかに文頭の埀い

文章になっている。それに反して文尾は短く(3語・)前章の表式でいうV

SAので中, VやSの位羅を占める詔がない。文頭の長く埀い文は文語体

の特色であり,前述のように主文が来るまでに緊迫感をもたせる文体効果

をもつのである。そうすることによって主文中の'ほたる'が強く印象づけ

られる。残りのⅡの文は,すべて文尾に埀点をもって落ちついた感じを与

えている。

序にあたる妓初の文の後長い複文がーつ現れ,次に6つの単文が来て,

更に長い複文,続いてテキスト中一一番長い複文(45語)がきてテンポを緩

め又最後はテンポの早い短い単文が二つきて全体が終っている。(ー^

・)それぞれ長短のある文章も調和のとれ... . ...

た閥隔でコンマによって区切られていて,読んでいて決して締りのなさと

いったものを感じさせない。

次にこっていると,思える二つの複文の内容は並列の例としてすでにあげ

九が,ここでもう一度取りあげ,絵画的な描写という観点から検討'してみ

たい

F.S. La熔en は'文体研究者'が落入り易い'盲点'が Blixen の文体に

はあるといっている。このことについては外大学報(78年度)にもう少し

詳しく述べたのでここでは側単にふれるにとどめる。すなわち L釘Sen は

比喩やメタファ^絵画的描写一ーを物語の内容の前後関係においてグル

ープわけし,検討する必要があるといている(pm阻ens Mφnstル 13の。

第2 と第10番目の複文がこの比喩,メタファを含んでいることに気づく。

前半の第・ーのシーンでは 三の螢が'孤独で勇敢な星'に見立てられて^

いる。その上下して飛び交う様は'浪にのっているよう'だと森の中を大海

に見立て九り,左足を引いて優雅に,娜埀におじきをし合っている貴婦人

たち,あるいは大人と力暁っいい女の子にも見立てている。森はどこか高貴
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な人の住いとみなされているのかも知れない。 neje という挨拶は日常の

握手とは少し異った状況を読者に想像させる。作者は非常に主観的に,ど

こまでも拡がるすぱらしい想像力をもってあたりの状況を絵画的に描写し

てゆくのである。後半のシーンは,何千という螢がなぜだ力寸也上1~2メ

トルの高さで飛びまわっている情景拙写である。それを口ーソクか宵花

火につけた棒かを手にして喜々として踊りまわり,走りまわる子供たち,

それも背丈のあまり高くない6~7歳の子供たちのようだと作者は想像を

広げる。ひょっとし九ら彼らは松明をかざしているのだろう力、とも。

これら二つの絵画的な拙写を含む複文だけでなく,適喩(simil)や隠喩

(metafo0 の多くが Blixen の作品に用いられていて,これが彼女の文

体の特色のーつとなっているものである。このテキスト中のものを図式化

してみると次のようになる。

H.C. Ande埒en はすでに 1830~40年代にあって,当時の文語体からす

(二三の)ほたる二=(孤独で勇敢な)星

高くなったり低くなったりしながら飛ぷ有様一浪の上にいるよう
＼
左足をひいておじぎ
をし合っているよう

1

不,悪議な光三=秘密のーぱいこめられた伝言

ほたるの群二=手に松明をもっ九6,7歳の子供

(ほたるの)飛び交う様,.=走り,遊び,踊り,くるくるまう

ローソクニ=青花火に漬しナこ棒'ニ=かがり火

森の中のほたる.^野性的,有頂天になった陽気な生命

Ⅱ

Blixen の絵画的描写の業材は上にみ九ような例を含めて,宇宙の天体

から自然,動物,人問,昆虫,柚物,日常さりげなく接する事物から抽象

的で哲学的なものまでを網羅していることがわかる。



つかり跳れて,ヲシ常に口語に近い親しみやすい,いきいきとした文体をつ

くり上げることに成功していた。その文休は後続のデンマーク作家の散文

に大きな影粋を与える結果となる程,彼のデンマーク語による新しい文休

の提示はデンマーク語自体の発達にとっても画期的なものであった。

それに反して Blixen は約百年後の1930年代にあって,古4川内な格羽高

い文語体による文体を保持している点は非常に対照的で興味深い。引iX伽

と H.C. Ande玲.n の'関係'は子供の時から始まり,彼女のこの逃話作

家の作品愛読は親ゆずりであり,晩年にいたるまでこれに親しんだ。した

がって彼から受けた影粋は少くないと,思われるが,なかでも彼の絵画的な

描写法からは勉びとるものが多かったのではないだろうか。

Blixon の文体は格調高く,りズミカルな動きをもっている。デリケー

トで繊細な描写と雄大な想像力をもって美麗な絵画的表現を駆使する見事

さは,その豊かな内容とあいまって,『アフり力の農園』を現代文学の古

典とするにふさわしいものではなかろう力、
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